
 高崎商科大学 カリキュラム検討委員会

点検・評価項目 評価結果 改善・向上に向けた計画

必・選 在籍者数 履修者 履修率 修得者 修得率

必修 979名 101.3% 922名 94.2%

選択 381名 39.4% 376名 99%

必修 860名 89.0% 849名 98.7%

選択 342名 35.4% 299名 87.4%

選択 354名 36.6% 310名 87.6%

選択 280名 29.0% 232名 82.9%

選択 193名 20.0% 169名 87.6%

選択 75名 7.8% 56名 74.7%

選択 160名 16.6% 143名 89.4%

選択 98名 10.1% 98名 100.0%

選択 168名 17.4% 135名 80.4%

選択 82名 8.5% 70名 85.4%

82.1%

学生アンケート等を

通じた学生の内容の

理解度と学修成果に

ついて

アンケート結果から、一定の

理解度と学修成果が概ね達成

されていることが確認でき

る。一方で、理解度が低い層

については、学修のつまずき

が残っており、今後の授業運

営や支援体制の改善が求めら

れる。

・アンケート結果を科目別に分析し、授業改善計

画→実施→評価→見直しのPDCAを確立する。

・授業内での質問・確認の時間を定常化し、理解

度の低い履修者を早期に把握してフォローする。

・ポートフォリオや振り返りシートを活用し、学

生自身が学びの到達度を把握できる仕組みを整え

る。

教育プログラム修了

者の進路、活躍状

況、企業等の評価に

ついて

企業等からの評価情報は今後

収集される段階にあり、修了

者の活躍状況を含めた評価体

制の充実に向けて改善の余地

がある。

・企業等を対象としたアンケート調査を8月以降

に実施し、教育内容や修了者に対する評価情報を

体系的に収集する。

・収集したフィードバックを教育内容の更新サイ

クルに組み込み、継続的な改善を図る。

2025年度開講のプログラムに該当する上記11科目の授業評価アンケートより、理解度を分析した。アン

ケート項目の「到達目標を達成（理解）できた」との質問に対して、以下の状況である。

※（ ）内は昨年度数値

 ５：そう思う・・・27.9％（24.7％）

 ４：どちらかといえばそう思う・・・46.3％（50.4％）

 ３：どちらでもない・・・22.4％（22.3％）

 ２：どちらかといえばそう思わない・・・2.4％（2.0％）

 １：そう思わない・・・1.0％（0.6％）

  5点満点において平均「3.97ポイント（3.97ポイント）」

以上より、8割近くの履修者が概ね授業内容を理解していると判断できる。

当該教育プログラムは導入から4年が経過し、初年度入学生が修了したことでワンサイクルが完了した。

修了者の進路としては、大学院への進学や情報通信業への就職が見られ、プログラムで身につけた知

識・技能を活用し得る分野で一定程度活躍していることが確認される。企業等を対象としたアンケート

調査については今年度8月に実施を予定しており、修了者に求められる能力や教育内容に対する評価項目

の把握を進める計画である。

マーケティングプロジェクト

ビジネスモデル開発

デジタルマーケティング

実践コンテンツ制作

上記科目の平均修得率

966名

ＡＩ入門

情報処理Ⅰ

経営情報管理

AI・データサイエンスプラス

※上記科目に加え

  4単位以上修得

ＩＣＴ活用

Adobeクリエイティブデザイン

Ｗｅｂデザイン

Adobe動画コンテンツ制作

AI・データサイエンス

ビジネスプラス

※上記科目に加え

  4単位以上修得

2025年度「TUC  AI・データサイエンス教育プログラム」 自己点検・評価結果一覧

点検結果

プログラムの履修・

修得状況、全学的な

履修者数、履修率向

上に向けた計画の達

成・進捗状況につい

て

プログラム開設4年目である2025年度について、該当開講科目等は以下の通りである。
履修率は7.8％～101.3％と科

目間でばらつきが見られる一

方、修得率は74.7％～

100.0％と全体的に高い水準

を維持している。このことか

ら、履修者数には差があるも

のの、履修した学生は概ね良

好な学修成果を上げているこ

とがうかがえる。その要因と

して、少人数教育や学習意

欲・目的意識の高い学生の履

修などが考えられる。

・修得率の高い科目については、授業方法や学習

支援の取組を継続・共有し、教育の質の維持・向

上を図る。

・履修率の低い科目については、学生アンケート

や履修データを活用して要因を分析し、科目内容

の周知や履修指導、時間割配置等の改善を行うこ

とで、履修機会の拡充と学修成果の向上につなげ

る。

プログラム名 科目名

AI・データサイエンス

※右記科目を全て修得

データリテラシー

※在籍者数＝卒業式前日（2026年3月20日）時点                                                     ・履修者数には、再履修者を含む。



637名 329名

履修者 履修率 修得者 修得率 履修者 履修率 修得者 修得率

642名 100.8% 605名 94.2% 337名 102.4% 317名 94.1%

271名 42.5% 268名 99% 110名 33.4% 108名 98%

628名 98.6% 624名 99.4% 232名 70.5% 225名 97.0%

210名 33.0% 183名 87.1% 132名 40.1% 116名 87.9%

68.7% 94.9% 61.6% 94.3%

248名 38.9% 213名 85.9% 106名 32.2% 97名 91.5%

271名 42.5% 226名 83.4% 9名 2.7% 6名 66.7%

136名 21.4% 125名 91.9% 57名 17.3% 44名 77.2%

71名 11.1% 55名 77.5% 4名 1.2% 1名 25.0%

28.5% 84.7% 13.4% 65.1%

152名 23.9% 138名 90.8% 8名 2.4% 5名 62.5%

91名 14.3% 91名 100.0% 7名 2.1% 7名 100.0%

129名 20.3% 104名 80.6% 39名 11.9% 31名 79.5%

63名 9.9% 56名 88.9% 19名 5.8% 14名 73.7%

17.1% 90.1% 5.5% 78.9%

実践コンテンツ制作

 AIデータサイエンスビジネスプラス （平均）

※補足説明

・履修者数および修得者数は、2022年度～2025年度の合計。

・履修率は、在籍者数に対する履修者数の割合。

・履修者数には、再履修者を含む。

・在籍者数は、2025年度の教育活動を反映するため、卒業式前日（2026年3月20日）時点の数を使用。

・修得率は、履修者数に対する修得者数の割合。

デジタルマーケティング

Ｗｅｂデザイン

Adobe動画コンテンツ制作

 AIデータサイエンスプラス     （平均）

マーケティングプロジェクト

ビジネスモデル開発

Adobeクリエイティブデザイン

参考：学科別における履修率・修得率

科目名
【 経営学科 】在籍者数： 【 会計学科 】在籍者数：

データリテラシー

ＡＩ入門

情報処理Ⅰ

経営情報管理

 AIデータサイエンス        （平均）

ＩＣＴ活用


